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東
洋
に
於
げ
る
資
本
主
義
精
神
の
訣
如

1
i
l
マ
ヴ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
j
ー
を
中
心
と
し
て
!
|
|

~~ 

者長

重苦

Y子

五分

近
代
の
欧
洲
人
が
十
七
・
八
世
紀
の
革
命
に
よ
っ
て
資
本
主
義
枇
舎
に
躍
進
し
、
進
一
か
後
に
東
洋
枇
合
を
治
ひ
抜
い
た
時
に
、
彼

等
が
と
れ
卓
也
で
こ
の
世
舎
に
到
し
て
い
だ
い
て
ゐ
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
タ
友
視
方
を
次
第
に
清
算
し
て
い
っ
た
。
東
洋
の
精
一
刊
文
化
に
耽

溺
し
て
ゐ
る
東
洋
製
者
は
別
と
し
て
、
近
代
欧
洲
の
明
る
い
合
理
的
精
耐
仰
を
ふ
き
こ
走
れ
た
撃
者
は
東
洋
枇
舎
の
内
に
う
す
ぐ
ら
い

「
非
合
現
的
精
神
』
と
一
段
と
低
い
文
化
欣
態
と
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

乙
れ
は
恐
ら
く
営
時
の
除
洲
が
世
界
史
の
最
高
段
階
に
あ

り
、
全
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
ゐ
た
限
り
疋
し
い
態
度
で
る
っ
た
ら
う
。

吾
々
は
例
へ
ば
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に

と
の
時
代
の
ヨ

l
ッ
ロ
バ
品
川
榊
を
代
表
す
る
一
つ
の
東
洋
槻
を
見
る
事
が
出
来
よ
う
。
彼
は

『
法
の
精
一
脚
』
の
中
で
か
う
云
ふ
の
で
あ
る
o
『
ア
ジ
ヤ
で
は
隷
属
制
の
精
神
が
支
配
し
決
し
て
消
滅
し
た
事
が
な
い
o
そ
し
て
と
の
地

東
洋
に
於
け
る
資
本
主
義
精
神
の
依
如

第
四
十
九
巻

七

七

第
五
裁

七



東
洋
に
於
け
る
費
本
主
義
精
神
の
歓
如

第
四
十
九
巻

七
四

七
三
八

第
五
旗

方
の
す
ぺ
て
の
歴
史
に
於
い
て
、
自
由
友
精
一
刊
を
示
す
ぺ
き
唯
一
の
痕
跡
を
も
見
出
寸
事
は
出
来
な
い
o
』
こ
れ
は
自
由
精
紳
の
帯
民
生

地
た
る
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
の
東
洋
視
で
あ
る
。
五
日
々
は
更
に
進
歩
時
代
の
安
気
を
呼
吸
し
、
合
理
主
義
者
の
仲
間
に
入

れ
ら
れ
る
へ

1
グ
ル
の
東
洋
慨
を
見
ょ
う
。
彼
は
雄
大
友
ス
ケ
ー
ル
の

『
世
界
史
の
哲
皐
』

の
中
で
東
洋
を
世
界
史
の
端
緒
に
置
い

ずζ。

へ
l
u
ゲ
ル
の
美
し
い
北
品
川
に
よ
れ
ば
、
迎
性
を
象
徴
す
る
太
陽
は
先
づ
ア
ジ
ヤ
よ
り
H

升
る
。
併
し
と
与
で
は
人
々
は
唯
と
我
を

お
れ
て
こ
の
美
し
い
太
陽
に
み
と
れ
る
ば
か
り
E
あ
る
。
太
陽
の
中
天
に
か
L

る
に
つ
れ
七
、
人
々
の
心
は
か
L

る
素
朴
た
自
失
欣

態
よ
り
脱
し
て
火
第
に
由
同
意
識
を
獲
得
す
る
に
至
る
。
か
〈
て
大
安
の
太
陽
は
東
洋
か
ら
西
洋
へ
沈
む
が
、

乙
の
西
洋
で
は
自
然
の

太
陽
に
ま
し
て
美
し
い
光
輝
を
持
つ
『
心
の
太
陽
』
(
戸
5
2
m
m
C
5
0
)
が
昇
り
初
め
る
。
『
心
の
太
陽
』
と
は
近
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
獲

得
し
た
『
主
慌
的
自
由
』
(
E
C
]
存円

EF--HOE)
の
意
識
で
あ
り
、
五
口
々
の
所
謂
『
資
本
主
義
精
品
川
』
で
あ
る
。
か
ミ
る
世
界
史
の
高
み

か
ら
東
洋
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
唯
一
の
人
格
者
た
る
専
制
君
主
に
素
朴
友
信
績
を
さ
L
げ
て
隷
局
し
て
ゐ
る
無
数
の
人
聞
が
見
ら

れ
る
。

へ
l
F
ル
も
や
は
り
近
代
欧
洲
の
偉
大
友
進
歩
を
た
し
と
げ
た
精
神
が
東
洋
に
訣
如
し
て
ゐ
る
と
見
る
黙
で
、

モ
シ
チ
ス
キ

ュ
ー
と
同
じ
〈
欧
洲
枇
舎
の
上
向
期
を
代
表
す
る
思
想
家
で
あ
る
と
云
へ
ょ
う
。

さ
て
わ
が
マ
ヴ
ク
ス
・
ウ
工

1
パ
ー
は
ど
う
E
あ
ら
う
か
。
彼
は
先
づ
何
よ
り
も
『
山
界
の
進
歩
』
と
云
ふ
様
た
形
而
上
接
的
た
慨

念
を
前
提
し
て
ゐ
る
史
観
を
京
同
定
す
る
。
殊
に
彼
は
へ

1
Uク
ル
の
桜
に
歴
史
の
具
鰐
的
た
事
買
を
何
か
客
観
的
た
『
世
界
史
』
の
秩
序

の
中
に
統
一
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
従
っ
て
東
洋
と
西
洋
の
何
れ
が
『
世
界
史
』
の
一
一
居
高
い
段
階
に
立
っ
か
と
一
一
員
ふ
様
た
問
題
を
解

決
し
た
り
、

そ
の
中
の
何
れ
が
世
界
史
の
後
展
に
寄
興
し
得
る
か
と
言
ふ
様
た
『
強
与
一
口
』
を
し
た
り
す
る
事
も
営
然
彼
の
考
慮
外
に
あ

る
。
ウ
ェ

1
バ
l
自
身
か
う
一
一
員
っ
て
ゐ
る
。

『
私
は
と
L

で
比
較
的
に
論
ぜ
ら
れ
る
文
化
の
聞
に
如
何
友
る
慣
値
闘
係
が
る
る
か
と

Monte叫 uieu，E::;prits rlcs Lois. 1iv. 17. Chap. 6. 
Hege] ， Vorlesungen誼民rdie Ph恥.:iophieder Gむ chicht，e.(R.，cl.m) S. '5'1-
'59. 
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46
ふ
様
な
事
に
つ
い
て
一
一
言
も
ふ
れ
な
か
っ
た
。
賞
際
人
類
の
運
命
の
成
行
は
そ
の
一
節
を
眺
め
る
者
に
も
胸
に
や
け
つ
く
様
た
感

動
を
輿
へ
る
の
は
事
買
で
あ
る
。
併
し
た
と
へ
婆
術
家
的
た
作
風
や
橡
一
一
一
一
日
者
的
た
欲
求
に
駆
ら
れ
主
た
そ
の
能
力
が
あ
る
と
知
っ
て

ぬ
で
も
、
恰
も
大
洋
や
犬
山
に
向
っ
た
時
の
様
に
、
自
分
自
身
の
ち
っ
ぽ
け
だ
解
離
は
胸
忙
し
ま
っ
て
お
〈
の
が
よ
い
の
で
あ
か
o
』

即
ち
ウ
ェ

l
パ
I
は
東
西
雨
洋
に
封
す
る
債
値
判
断
を
斥
け
、

唯
降
、
三
つ
の
異
れ
る
文
化
の
型
と
し
て
考
察
し
上
う
と
一
一
一
-7か
の
で
あ

る。

乙
れ
は
勿
論
ウ
乙

l
パ
1
の
所
謂
「
波
憤
値
性
」
の
方
法
論
に
闘
し
て
ゐ
る
事
だ
と
し
て
も
、

モ
ン
テ
ス
キ
ょ

l
や
へ

l

F
ル
の

東
洋
論
と
比
絞
し
て
見
れ
ば
.
そ
の
思
想
の
背
後
に
大
き
友
時
代
の
樽
換
が
感
じ
ら
れ
九
な
い
だ
ら
う
か
。
印
ち
近
代
欧
洲
の
進
歩
性
、

東
洋
に
封
ず
る
優
越
性
の
感
党
の
一
焚
た
が
そ
れ
で
あ
る
。

併
し
苦
々
は
ヴ
亡
1
ベ
ー
の
万
法
論
の
外
側
か
ら
し
て

直
に
山
協
が
東
洋
に
針
す
る
一
切
の
償
仙
判
断
P
一
地
来
し
た
と
将
へ
る
事

は
出
来
な
い
。
彼
は
現
に
到
る
と
と
ら
で
東
洋
に
針
し
で
も
西
洋
氏
封
し
で
も
「
憤
値
判
断
』
を
や
っ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
而
も
被
の
惜

系
の
一
貫
性
を
破
る
も
の
で
は
放
く
、
む
し
ろ
共
に
生
彩
を
興
へ
る
の
で
あ
る
。

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
一
一
一
品
ふ
様
に
一
定

ウェ

l
パ
l
は、

さ
う
言
ふ
怠
味
で
『
人
知
の
運
命
』
陀
・
も
傑
い
興
味
を
持
っ
て
ゐ
売
の

の
岬
悶
準
穂
系
ら
し
い
も
の
を
持
た
な
い
お
円
時
半
者
な
の
で
あ
り
、

で
あ
ヲ
旬
。
彼
の
論
文
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
強
烈
友
合
理
主
義
的
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
意
識
で
あ
り
、

さ
う
云
ふ
意
識
の

下
に
行
は
れ
た
文
明
批
評
は
「
方
法
論
』
に
於
て
公
然
と
排
斥
し
た
憤
値
評
債
を
再
び
裏
口
か
ら
導
き
-
入
れ
る
結
拠
に
た
っ
て
ゐ
る
。

例
へ
ば
ウ
ェ

I
パ
l
の
所
謂
資
本
主
義
の
『
埋
怨
型
』
か
ら
見
れ
ば
、

F
イ
ツ
の
成
金
資
本
家
共
が
自
分
の
息
子
を
大
事
や
官
僚
階
級

の
中
に
逸
っ
て
自
分
の
問
所
を
忘
れ
さ
せ
る
の
に
努
力
す
る
と
一
三
一
口
っ
た
様
な
不
具
的
資
本
主
義
は
唾
棄
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
同
縫

に
、
官
僚
の
勢
力
と
宗
族
の
構
成
に
依
っ
て

k
地
財
点
目
を
蓄
時
間
し
維
持
す
る
支
郊
の
『
非
合
迎
的
資
本
主
義
」
も
非
難
に
値
す
る
も
の

東
岸
に
於
け
る
費
本
主
義
精
紳
の
依
如

第
五
銃

七
守干.

第
四
十
九
巻

七一一一九

Max Weber， Ge~ammelte Auf:o:iiitze 7.ur Reli~~ionssozíologie. Bd. 1. S. 14・
Ja:o:iperse~ Max We回 r.Deubch町、Vesenim politischen Denken， im Fo日 chen
und Ph】lo~ophieren. S. 57庇
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東
洋
に
於
け
る
費
本
主
義
精
神
の
歓
如

第
四
十
九
巻

七
四

O

第
五
披

七
ノ、

で
あ
る
。
斯
様
に
ウ
ェ

1
パ
ー
は
あ
ら
は
に
東
作
に
剥
し
償
値
評
債
を
行
は
友
い
も
の

tt
結
局
東
洋
の
『
非
合
理
主
義
』
は
た
え
や

欧
洲
の
合
理
的
精
神
の
立
揚
か
ら
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

刑
知
の
様
に
ウ

4
1
パ
l
は
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
倫
迎
と
資
本
主
義
の
精
神
」
と
云
ふ
も
川
名
た
論
文
の
中
で
新
教
の
倫
迎
を
資
本

主
義
の
光
艇
と
す
る
と
同
時
に
、
者
本
主
義
(
産
業
費
本
主
義
)
と
こ
れ
に
同
有
た
精
一
仰
は
近
山
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
約
特
の
所
物
で
色
る
事

b
L
論
諮
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
析
し
資
本
い
に
ふ
泌
が
近
世
欧
洲
に
制
作
の
も
の
で
あ
る
事
を
神
明
す
る
た
い
に
に
は
、
位
凶
に
於
い
て
そ

れ
が
東
作
に
絞
如
し
て
ゐ
る
背
中
を
附
か
に
し
段
付
れ
ば
た
ら
た
い
。

さ
う
一
玄
ふ
一
昨
で
、

サ
エ

l
バ

I
U
2
r
r紋
枇
A

官
邸
γ

論
集
」
め
間
取
一
初

に
『
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
倫
理
』
を
吟
味
し
た
後
で
、
支
那
と
印
度
に
於
け
る
宗
教
思
想
を
考
祭
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
東
洋
忠
想

を
論
や
る
際
に
も
、
既
に
提
出
さ
れ
た
資
本
主
義
或
は
そ
の
刑
法
を
な
す
ム
口
迎
主
義
の
性
格
如
何
の
問
題
が
た
え
や
取
扱
は
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
賓
に
ウ
ェ
l
パ

I
の
根
本
問
題
は

『
如
何
な
る
一
聯
の
欣
況
が
作
川
し
て
、

こ
の
岡
洋
に
而
も
こ
t
A

に
だ
け
普
遍
的

た
意
義
と
安
営
性
を
持
つ
護
展
方
向
に
あ
る
と
こ
み
一
の
文
化
現
象
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
ん
山
」
と
云
ふ
事
で
あ
っ
た
。

乙
誌
に

一
言
ふ
『
一
聯
の
扶
況
』
は
さ
で
沿
い
て
、
ど
ん
注
文
化
が
欧
洲
閲
布
の
も
の
で
あ
る
か
と
戸
へ
ば
.
白
然
利
息
、
文
感
、
建
築
、
給
輩
、

一
首
然
、
法
律
、
園
家
制
皮
等
K

の
あ
ら
ゆ
る
領
誠
に
亙
っ
て
東
洋
に
は
見
ら
れ
た
い
桜
た
ヨ

1

ロ
り
バ
的
特
徴
を
あ
げ
る
事
が
問
来

ょ
う
。
併
し
ウ
ェ

1
バ
ー
に
於
い
て
は
、

異
る
文
化
の
比
較
の
中
心
問
題
は
『
軒
々
近
代
生
前
の
回
以
も
迩
命
的
た
力
、
資
本
主
義
』

2
2
2
E兵
員

τ。】
-uED
冨
R
E
Zロ
百
日
以

E
C品。
E
E
Z
Z
D
m
w
同

4
E
-
M
U
Z
Z
)
で
あ
一
っ
た
。

『
ん
一
主
税
枇
合
間
平
論
集
』

の
序
文
は
再
び
突
の
校

に
明
叶
慨
に
ウ
ェ

I
バ
1
の
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。

「
女
化
の
普
遍
史
の
中
で
若
々
に
と
っ
て
純
経
術
的
に
見

て
、
中
心
的
危
問
題
は
結
局
至
る
庭
に
見
ら
れ
る
様
K

の
型
の
資
本
主
義
的
友
活
動
の
一
護
現
で
は
な
し
に
、
む
し
ろ
合
迎
主
義
的
経

Reli宮lons回目。logi.e，Vorl沼田erkung-.日.1 Max ~TeheT， 凸)



叫
甲
山

E
F

」
自
由
友
努
働
を
伴
ふ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
産
業
資
本
主
義
の
成
立
で
あ
り
、
或
は
文
化
史
的
に
言
へ
ば
西
欧
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と

彼
の
性
怖
の
残
生
で
あ
る
。
』
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
倫
地
」
は
結
局
有
の
様
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
か

L
れ
た
も
の
で
あ
り
、
共

に
続
く
東
洋
の
研
究
は
パ
欧
の
資
本
主
義
と
そ
の
櫓
下
た
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
を
民
知
と
す
る
山
界
の
「
合
川
崎
化
』

(
E
E
E
Z
5
2
3四
)

の
過
程
に
於
て
東
洋
が

εん
ち
ハ
特
殊
性
を
一
不
し
で
ゐ
る
か
を
究
明
す
る
課
題
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ェ

I
パ

l
の
東
洋
論
が

以
上
の
様
に
、
彼
の
閥
系
の
不
可
分
の
一
環
で
あ
り
、
一
又
肘
界
史
的
方
槻
叶
掛
か
ら
附
設
し
た
も
の
で
あ
る
知
を
と

L

で
姐
制
制
し
て
誼

か
う
。

東
洋
人
?
と
資
本
主
義
精
神

川
町
本
ト
義
J

川
舎
を
完
成
し
た
欧
洲
人
が
東
洋
に
キ
リ
ス
ト
数
』
乞
一
戦
八
し
、

商
品
を
買
込
み
、

資
木
を
投
下
し
よ
う
と
し
た
時
、
北
ハ

底
に
近
代
欧
洲
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
あ
る
東
洋
精
紳
の
数
々
を
後
見
し
た
。

ア
ジ
ヤ
の
民
衆
の
消
根
性
、
無
感
動
性
、
停
統
、
地
(

開
の
お
守
、
魔
術
に
か
ミ
っ
た
慌
に
偉
統
的
技
術
を
同
守
し
て
ゐ
る
支
那
の
農
民
や
印
度
の
手
工
業
符
、
欧
洲
の
近
代
的
な
武
採
に

よ
っ
て
苛
も
な
ぐ
倣
れ
る
と
は
言
へ
‘

ア
ジ
ヤ
の
民
衆
の
良
一
知
れ
た
い
抵
抗
力
と
閣
結
力
等
々

l
l
宣
教
側
、
商
人
、
利
撃
者
、
共

他
東
洋
を
訪
れ
た
旋
行
者
が
そ
れ
件
、
の
立
場
か
ら
近
代
欧
洲
の
合
明
的
精
神
と
比
枕
し
て
東
洋
人
の
精
耐
の
異
様
な
結
や
矛
盾
せ

る
貼
を
記
漣
し
て
ゐ
る
。
併
し
彼
等
が
一
度
東
洋
人
の
岬
秘
な
表
情
に
接
し
て
、
個
性
の
明
確
た
欧
洲
人
と
具
る
所
以
を
明
か
に
し

ょ
う
と
言
ふ
黙
に
在
る
と
、
戎
者
は
不
可
知
論
を
と
り
、
或
者
は
こ
れ
を
東
洋
人
の
『
民
族
性
』
に
腕
す
る
。

併
し
ウ
ェ

I
パ
l
の
合

理
主
義
的
、
分
析
的
方
法
は
問
題
を
か
う
云
ふ
粗
雑
な
仕
方
で
片
附
ょ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
は
例
へ
ば
『
民
族
』
と
云
ふ
様
な
あ

東
持
に
於
け
る
資
本
主
義
精
神
の
候
如

第
五
披

第
四
十
九
巻

七
七

七
回

Max可Veber，a. a. O. S. 10. 7) 



第
四
十
九
巻

い
ま
い
友
集
合
名
詞
を
使
っ
て
一
粧
台
現
象
を
説
明
す
る
事
を
避
け
た
の
で
あ
る
が
、

第
五
競

七
八

七
匹1

東
洋
に
於
け
る
資
本
主
義
精
神
の
依
如

と
の
方
法
が
紋
の
東
洋
論
に
も
い
通
附
さ
れ
た
の

で
あ

る町。

ウェ

1
パ
ー
が
東
洋
精
一
柳
の
特
殊
性
を
如
何
左
る
原
凶
に
持
っ
て
行
く
か
と
一
五
ふ
事
は
後
に
考
察
す
る
と
し
て
、

と
ミ
で

は
東
洋
人
と
西
洋
人
の
『
精
榊
」
を
比
較
し
て
、
前
者
の
特
異
友
駐
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
事
が
必
要
で
あ
ら
う
。

そ
れ
が
叉
問
題
解
決

の
鍵
を
興
へ
て
く
れ
る
符
怖
に
あ
る
。

ウ

4
1
パ
ー
は
寸
公
設
計
令
指
序
説
』
で
次
の
様
に
一
コ
日
っ
て
ん
一
。
。
『
引
合
併
的
、
脱
出
比
日
間
的
勢
作
円
説
溜
は
先
づ
出
掠
る
限
可
あ
ら
ゆ
る
間
防
相
叩

中
側
果
関
係
軒
見
出
す
功
で
な
け
れ
ば
な
、
わ
な
い
I
O

阿
も
買
に
比
較
民
放
性
格
制
中
4
比
較
心
山
川
い
山
中
め
制
別
的
に
は
都
旅
掛
川
多
き
税
京
町

mm
般
を
は

る
か
に
越
え
た
時
に
、
始
め
て
か
の
問
題
に
到
し
て
恐
ら
〈
満
足
ナ
ベ
者
結
論
を
望
む
事
が
出
来
る
だ
ら
う
。
い
ま
の
・
と
こ
ろ
脊
々
に
は
か
L

る
前
提

~~~: が
依
け
て
ゐ
る
よ
う
だ
。
従
っ
て
民
族
の
「
遺
産
」
に
論
捺
を
持
っ
て
ゆ
〈
事
は
、
今
日
恐
ら
く
可
能
な
認
識
の
程
度
を
早
急
に
否
定
し
て
問
題
を
末
知

の
要
素
に
移
す
事
に
な
る
だ
ら
う
D
』

さ
て
ウ
ェ

1
パ
l
の
比
較
の
中
心
に
世
か
れ
る
も
の
は
前
節
に
述
べ
た
様
に
『
資
本
主
義
』
で
あ
一
っ
た
。
併
し
こ
の
揚
合
問
題
を
一

居
紛
糾
さ
せ
る
の
は
、

マ
シ
モ
-
一
ズ
ム

資
本
主
義
を
単
に
『
拝
金
主
義
』
と
か
菅
利
心
と
か
一
百
ふ
風
に
定
義
す
れ
ば
、

さ
う
一
五
ふ
性
質
の
も
の
は
世
界

五
る
虚
に
、
従
っ
て
東
洋
に
も
凡
ら
れ
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
西
欧
の
資
本
主
義
に
同
右
た
も
の
で
、
東
洋
の

『
安
本
主

義
』

に
鮫
如
し
て
ゐ
る
も
の
は
何
か
。

そ
れ
は
西
欧
資
本
主
義
を
特
徴
づ
け
る
倫
理
的
性
格
で
あ
る
と
。

ウ
z
l
バ
1
は
父
ー
へ
る
。

『
「
資
本
主
義
」
は
支
那
に
も
印
度
に
も
バ
ピ
ロ
ン
に
も
、
古
代
に
も
中
世
に
も
存
在
し
て
ゐ
売
。
併
し
後
に
見
る
様
に
、

。

資
本
宅
義
は
右
に
漣
べ
た
様
た
特
殊
の
倫
明
4.
的
性
格
を
快
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
』
こ
の
倫
理
的
性
格
を
ウ
ェ

l
パ
1
は
特
に

こ
れ
ら
の

『
資
本

主
義
の
精
一
糾
』
と
云
ふ
。

況
判
々
は
ウ
ー

I
バ
1
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
倫
別
』
を
手
が
t
A

り
に
こ
の
資
本
主
義
精
榊
の
諸
特
徴
を
簡

車
に
考
察
し
よ
う
o

但
し
と

L
K
資
本
主
義
精
榊
の
『
理
想
型
』
に
え
ら
ば
れ
た
も
の
は
、
特
に
『
費
本
主
義
の
英
雄
時
代
』
と
時
ば
れ

、λlirt!i.chaftunrl Gesellschaft. S. 5 ff. 
Religion日 oziologie，VOTbemerkung. S. ;[.1'-r6. 
Die protestantische Ethik und d(~r Ge.ist des l~_apitalismus. (R. 
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る
十
六
・
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
c

近
代
ヨ

1
ロ
;
ハ
の
資
本
主
義
精
一
同
は
先
づ
一
一
切
の
偉
統
的
友
生
活
関
係
(
民
族
、
村
落
、
親
方
主
徒
弟
、
顧
客
と
職
人
等
々
)
か
ら
自
己

を
切
離
さ
う
と
す
る
拡
立
主
義
(
個
人
主
義
)

の
形
で
現
れ
る
。
併
し
さ
う
云
ふ
列
立
に
よ
っ
て
未
知
の
世
界
に
生
き
る
に
は
偽
統
的

生
活
闘
か
ら
来
る
多
〈
の
扱
抗
に
う
ち
か
っ
と
共
に
、
従
米
の
様
な
停
統
に
順
臆
し
て
生
き
る
安
易
な
生
前
態
度
と
全
〈
同
調
る
態
度

が
必
要
と
せ
ら
れ
る
た
め
に
、
白
ら
と

L
に
強
烈
た
自
己
責
任
の
意
識
と
た
え
ざ
る
自
己
審
査

(
E
Z
r。
E
E
F
)
と
冷
静
た
克
己
心

(
由
巳

EzrZJ己
Mg四
)
が
鍛
え
あ
げ
ら
れ
る
。

次
に
資
本
主
義
精
神
の
他
の
側
面
は
第
一
の
も
の
と

一
見
矛
盾
せ
る
態
の
も
の
で
る

る
。
即
ち
第
一
の
も
の
が
自
主
調
立
的
危
傾
向
で
あ
る
に
封
し
て
、
第
二
の
も
の
は
一
穫
の
佼
我
的
傾
向
の
も
の
で
あ
る
。
ー
即
ち
新

し
い
未
知
の
位
界
で
興
へ
ら
れ
た
峨
業
&
天
興
の
使
命
と
し
一
身
の
快
楽
や
幸
踊
そ
犠
牲
に
し
て
、
液
体
な
規
律
的
、
組
織
的
生
活

の
下

K
M狩
倒
す
る
。

こ
れ
は
ウ
ェ
1
バ
ー
が
『
職
業
倫
以
」
(
出

ozpま
と
と
名
づ
け
た
も
の
で
、
紘
め
て
窓
士
山
的
た
、
而
も
川
崎
牡
的

た
禁
欲
主
義
的
生
祈
態
度
で
あ
る
。

こ
の
禁
欲
主
義
的
職
業
倫
理
の
た
め
に
人
々
は
す
べ
て
専
門
家
、
事
業
家
と
左
り
、
極
端
に
言

へ
ば
一
種
の
非
人
格
化
さ
れ
た
替
利
機
械
と
な
っ
て
、

E
大
友
資
本
主
義
枇
舎
の
機
構
の
中
に
は
め
と
士
れ
る
。
そ
し
て
各
人
は
宮

を
持
て
ど
も
富
な
き
が
如
く
、
非
人
間
的
な
目
的
に
向
っ
て
孜
々
と
し
て
働
〈
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
例
へ
ば
ペ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
の
『
時
は
金
な
り
』
ム
」
言
ふ
言
葉
に
現
は
れ
て
ゐ
る
精
神
で
あ
っ
て
、
体
統
主
義
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
全
く
理
解
し
難
い

『
非
合
現
的
』
友
現
品
端
で
あ
る
。
併
し
こ
の
精
神
を
恰
も
金
銭
欲
の
様
化
の
様
に
解
し
て
は
友
ら
た
い
。
む
し
ろ
翠
友
る
金
銭
欲
左
ら

ば
、
体
統
主
義
の
支
配
す
る
東
洋
の
方
が
露
骨
な
の
で
あ
る
3

近
世
欧
洲
に
於
い
て
は
貨
幣
の
獲
得
行
鳩
は
興
隆
す
る
市
民
階
級
の

道
徳
的
自
覚
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、

と
れ
が
一
切
の
営
利
行
震
に
倫
理
的
光
輝
を
輿
へ
る
。
従
っ
て
近
代
欧
洲
に
見

東
洋
に
於
け
る
委
本
主
義
精
神
の
怯
如

第
四
十
九
巻

七
四

第
豆
競

七
九



東
洋
に
於
け
る
禿
本
主
義
精
神
の
依
如

第
四
十
九
巻

丹、

O 

七
四
四

第
五
抗

ら
れ
る
事
業
家
、
専
門
家
と
東
国
何
れ
を
問
は
や
に
見
ら
れ
る
冒
険
者
流
の
投
機
染
者
と
は
直
別
さ
れ
ね
ば
友
ら
友
い
。

以
上
が
ウ
ェ

1
パ
1
の
槻
た
資
本
主
義
精
一
刊
の
典
型
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
と
れ
に
到
し
東
洋
人
の
精
一
例
は
ど
ん
た
特
徴
あ
る
構
法

を
持
っ
て
ゐ
る
か
0
1
口
々
は
ウ
ェ
l
パ
ー
の
か
な
り
断
片
的
危
意
見
か
ら
綜
合
し
て
、
先
づ
東
洋
人
一
般
の
自
己
意
識
の
依
如
と
言
ふ

特
徴
を
と
り
あ
げ
る
世
帯
が
川
来
る
と
川
山
ふ
。
欧
洲
人
に
見
ら
れ
る
様
な
内
問
的
た
自
由
党
、
へ
ー
が
ん
の
所
謂

E
1
5
3
H
E
m
r
E
m
=

が
東
洋
精
帥
に
品
川
如
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、

東
洋
人
の
日
常
行
筋
を
規
律
す
る
も
の
は
外
閥
的
た
慣
習
や
儀
式
、

曲
一
間
で
あ
一
わ
一
う
。

川付
whι
自
意
識
に
到
建
し
た
欧
州
人
の
判
併
し
難
い
の
は
、
か
a
h

る
儀
問
主
義
で
あ
る
。

内
ソ
工

1
パ
ー
も
亦

『
険
例
入
に
と
ワ
て
、

特
に
ア
ジ
ヤ
人
の
行
動
に
闘
し
て
非
合
問
的
と
忠
は
れ
る
も
の
は
そ
の
意
味
の
型
仰
排
出
来
左
い
儀
式
的
、
山
肌
ぺ
眼
的
償
明
日
に
上
っ
て
従

来
規
律
さ
れ
、
現
在
も
倫
規
律
さ
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
o
』
と
一
一
一
一
口
っ
て
ゐ
る
。
さ
で
個
人
の
内
耐
的
問
問
先
に
よ
っ
て
滅
遇
さ
れ
友
い
儀

鵡
主
義
、

又
他
面
に
於
て
彼
等
の
精
一
柳
生
活
を
会
〈

こ
れ
が
東
洋
人
を
し
て
形
式
的
道
徳
の
泡
奉
者
た
ら
し
め
る
所
以
で
あ
る
が
、

無
統
制
に
放
任
せ
し
め
る
原
因
で
も
あ
る
。
放
に
東
洋
人
は
巌
満
た
道
徳
主
義
者
た
る
一
商
、
極
め
て
非
道
徳
的
で
も
あ
U
得
る
の

又
東
洋
で
は
巌
待
攻
侍
統
の
拘
束
と
露
骨
な
日
常
利
活
動
と
が
併
立
し
得
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
東
洋
の
倫
理
生
活

で
あ
り
、

は
管
利
生
活
Ir一
全
く
侃
…
闘
係
に
存
立
し
、
東
洋
の
資
本
主
義
に
は
倫
明
日
性
が
快
如
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
様
た
東
洋
人
の
精
一
川
構
迭
は
枇
合
的
地
盤
と
闘
聯
さ
せ
て
見
れ
ば
、
ど
う
沈
明
間
来
る
だ
ら
ろ
か
。
既
に
述
べ
た
椋
に
、

ウェ

I
パ
l
は
近
世
欧
洲
の
資
本
主
義
精
神
の
偉
統
的
生
荊
閤
か
ら
孤
立
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
明
か
に
し
た
が
、
か
う
云
ふ
生
活

態
度
は
東
洋
人
一
般
に
依
け
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

者
が
し
ば

f
¥指
摘
し
て
ゐ
る
黙
で
あ
る
。
例
へ
ば
支
那
人
は
自
分
の
属
す
る
家
族
や
村
落
共
他
僻
統
的
た
生
祈
図
か
ら
明
献
に
八
刀

と
れ
は
ウ
4
1
パ
1
の
言
そ
侠
つ
ま
で
も
な
く
、
東
洋
特
に
支
那
枇
舎
の
観
察

Max Weber， Die protestant ，i~che Ethik und der GeIsf: des Kapitalismus. R. 
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4

一
hr島
町
弓
ー
か
一
一
丸
ヲ
吋
j
M

離
し
た
自
己
と
言
ふ
も
の
を
意
識
し
な
い
。

彼
等
は
時
に
は
経
済
上
の
取
引
行
震
に
於
て
も
、

槽
利
義
務
の
主
縛
に
自
己
で
は
な

く
、
祖
先
や
家
族
全
憾
の
名
を
置
く
事
す
ら
あ
る
。
ま
し
て
圏
悼
の
内
部
で
は
、
支
那
人
は
古
来
の
道
徳
律
に
よ
っ
て
強
く
拘
束
さ

れ
、
個
人
の
人
梅
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
の
は
蛍
然
で
あ
ら
う
。
然
る
に
か
ゃ
う
た
東
洋
人
が
一
皮
こ
の
間
開
外
に
出
て
、
他
の
圏

慌
又
は
個
人
に
接
備
す
れ
ば
自
己
の
関
憾
で
は
禁
止
さ
れ
て
ゐ
た
様
た
事
を
も
牧
て
冒
す
事
が
あ
る
。

と
一
一
邑
ふ
謹
は
、
開
棋
の
外
部

は
道
徳
俸
の
及
ぼ
ね
範
闘
で
あ
り
、
詐
欺
で
も
繍
絡
で
も
血
な
ま
ぐ
さ
い
闘
争
で
も
『
道
徳
外
』
の
事
と
し
て
是
認
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
侍
統
的
圏
鰹
の
外
に
、
『
外
来
氏
』
を
集
中
し
共
庭
に
新
し
い
モ
ラ
ル
を
作
り
出
す
よ
う
友
枇
命
日
的
基
礎
(
都
市
)
も
東

洋
に
は
快
如
し
て
ゐ
る
事
を
こ

L
で
橡
め
指
摘
し
て
沿
い
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

と
こ
み
で
侍
統
的
生
活
闘
の
拘
束
力
が
宍
絡
に
ゆ
る
ん
で
来
て
、
管
利
活
動
が
内
部
に
侵
入
し
て
来
た
と
し
て
も
、
護
枇
舎
の
側

か
ら
新
し
い
侵
入
者
に
到
し
ナ
一
倫
現
的
な
許
容
が
興
〈
ら
れ
る
事
は
鰍
ぐ
稀
で
、
む
し
ろ
倫
m
J
K畑
、
閥
心
な
事
柄
と
し
て
、
或
は
存

ぶ
べ
き
事
で
は
な
い
が
止
む
を
得
な
い
事
と
し
て
寛
容
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
様
に
巌
格
友
カ
ス
ト
制

と
の
場
合
、

度
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
醤
道
徳
か
ら
見
て
卑
し
い
と
さ
れ
る
皆
利
行
矯
は
枇
舎
の
賎
民
階
級
に
ま
か
さ
れ
る
。
彼
等
は
祭
司
者

要
す
る
に
か
ゃ
う
た
場
合
に
は
す
べ
て
ウ
ェ
1

パ

l
の
言
ふ
様
に
、
『
針
外
道
徳
』
(
〉
Z
S
E
Z
Z
F
)
と
『
封
内
道
徳
』

3
5
Z
D
E
3
2
5
と
が
分
裂
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

や
武
士
の
形
成
す
る
共
同
枇
舎
の
外
部
に
あ
る
と
見
徹
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ょ

1
パ

l

ば
か
り
で
な
〈
一
般
に
東
洋
特
に
支
那
の
観
察
者
が
指
摘
す
る
東
洋
人
の
性
格
の
矛
盾
、
即
ふ
り
同
族
園
結
の
自
主
同
さ
、
慣
習
問
執
の

根
強
さ
、
草
調
に
謝
す
る
不
感
性
、
新
し
い
刺
裁
に
針
す
る
反
媛
、

こ
れ
等
に
針
し
て
比
類
の
な
い
不
正
直
、
近
親
聞
に
も
見
ら
れ

る
同
情
心
の
快
乏
、
詐
欺
や
迷
信
に
封
す
る
樫
信
と
附
和
雷
同
性
、
要
す
る
に
精
一
仰
の
静
識
と
動
揺
慌
を
同
時
に
一
不
ず
様
怒
性
格
の

東
岸
に
於
け
る
資
本
主
義
精
神
の
依
知

第
四
十
九
巻

第
五
錦

七
四
五

丹、
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東
岸
に
於
け
る
喪
本
主
義
精
紳
の
候
如

第
四
十
九
巻

七
四
六

第
五
貌

i¥. 

矛
盾
性
は
以
上
に
述
べ
た
桜
な
理
由
に
釘
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

ウ
ヰ

l

バ
ー
は
支
那
人
の
性
格
分
裂
を
次
の
様
に
表
現
し
て
ゐ
る
。
『
内
部
か
ら

(5DHESE-zE-u)
卸
ち
何
等
か
調
自
の
中
心
的
立
場
か

ら
規
律
さ
れ
る
生
活
統
一
の
依
如
と
、
無
数
の
習
慣
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
拘
束
性
と
は
根
本
的
に
割
立
し
で
ゐ
る
。
』

(
註
)

西
欧
資
本
主
義
の
『
倫
現
性
』
を
最
も
は
っ
き
り
一
不
し
て
ゐ
る
も
の
は
卦
欲
主
義
的
職
北
倫
理
で
あ
る
が
、
三
れ
も
東
洋
人
に
は
依

け
亡
ゐ
る
。

け
だ
し
下
腔
階
級
の
峨
設
は
道
徳
と
無
縁
の
も
の
む
あ
り
、

支
配
階
級
の
泊
徳
は
凡
そ
『
峨
米
倫
相
川
」
と
は
か
け
は
な
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
五
口
々
は
例
へ
ば
支
部
の
治
者
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
儒
教
を
考
へ
る
。

ウ
ェ

l
パ
ー
に
よ
れ
ば
、
儒
数

の
中
心
思
想
は
、

『
君
子
の
瑚
想
』

2
0
E
H
O
E
S
-
E
E
r
)
で
あ
る
。
君
子
の
理
想
か
ら
見
れ
ば
、
職
業
倫
却
の
所
有
者
た
る
専
門
家
の

如
き
は
最
も
卑
賎
な
人
間
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
会
人
格
、
徳
の
完
成
と
そ
望
ま
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
上
慨
を
好
み
、
義
を
好
む

時
は
、
民
は
自
ら
服
す
る
の
で
あ
っ
て
、
政
治
家
が
耕
作
の
知
識
や
商
買
上
の
知
識
を
持
た
ね
ば
友
ら
ぬ
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

(
論
語
、
子
路
篇
)
メ
天
下
七
年
一
保
つ
に
は
射
の
名
人
も
舟
滞
空
の
名
手
も
役
に
立
た
や
、
た
日
徳
の
力
に
よ
る
の
み
で
あ
る
。

(
論
語
、
憲

問
鴛
)
か
や
う
な
『
君
子
の
現
粗
と
よ
り
見
れ
ば
、
儒
教
で
は
官
吏
の
治
者
的
皐
問
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
専
門
的
、

技
術
的
知
識
で
は
友
〈
、
徳
の
完
成
を
目
的
と
ナ
る
倫
瑚
問
団
平
か
僻
統
や
儀
臓
に
闘
す
る
知
識
に
過
寄
占
な
い
で
あ
ら
う
。
特
に
其
は
近

代
図
家
の
官
交
に
必
要
と
せ
ら
れ
る
法
律
技
術
上
の
知
識
で
た
い
事
は
明
か
で
あ
る
。

ウ
ェ

1
バ
1
の
一
一
日
ふ
桜
に
、
東
洋
に
は
主
だ

『
法
律
合
理
化
』
(
同
芝
居
E
Z
E
E
2
5間
)
は
行
は
れ
宇
、
世
俗
的
慣
習
と
道
徳
律
、

典
鴨
等
が
混
合
し
て
ゐ
る
欣
態
で
る
る
か
ら
、

西
欧
の
法
律
運
用
に
見
ら
れ
る
様
な
抽
象
的
、
形
式
的
論
理
は
支
那
の
官
吏
に
は
無
線
の
も
の
で
あ
る
。
支
那
人
に
と
っ
て
は
法
律

は
欧
訓
に
於
け
る
桜
に
、
す
べ
て
の
人
格
に
趨
則
さ
れ
る
も
の
で
た
く
、
必
や
具
鰐
的
友
人
物
に
逝
附
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
支
那
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人
に
と
っ
て
、
法
律
の
窪
川
は
一
個
の
塑
術
で
あ
り
、
非
人
間
的
友
抽
象
論
叫
の
追
求
で
は
な
い
。

抽
象
的
法
律
が
な
け
れ
ば
父
法
律
的
組
織
も
な
い
。
法
律
的
組
織
が
な
け
れ
ば
法
律
技
師
も
な
い
。
孫
文
は
『
三
民
主
義
』
の
中
で
政
治
の
専
問

化
む
必
要
を
強
制
す
る
場
合
、
支
那
に
は
専
問
的
法
律
技
術
米
が
な
〈
、
『
組
織
』
の
概
念
に
も
之
L
い
止
一
育
っ
て
ゐ
畠
。
林
語
堂
も
『
我
凶
士
、
我
凶

民
』
の
中
で
、
外
凶
符
刊
の
郵
政
局
宇
海
閥
以
外
の
支
那
の
あ
ら
ゆ
る
闘
控
は
行
政
官
聴
か
ら
ク
ラ
プ
に
至
る
空
で
無
組
織
の
特
徴
を
持
ち
、
個
人
的

な
情
究
宇
門
閥
閥
係
に
よ
っ
て
動
い
で
ゐ
る
事
費
を
指
過
し
で
ゐ
か
。

(
註
)

儒
教
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
一
種
の
「
人
道

E
義
』
は
人
間
の
機
械
化
に
反
針
す
る
。

こ
の
思
想
は
ウ
ェ

l
パ
ー
も
一
百
ふ
泊
り

語
、
怨
政
首
相
』
に
見
ら
れ
る
『
君
子
不
ν
器
』

R
]
山
吉
〈
C
5
0
r
E
2
笠

宮
5
4
r〈
2
r
N
2ベ
.
と
一
一
員
ふ
言
葉
に
最
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
ゐ

る
だ
ら
う
。
支
那
の
鴻
政
者
か
ら
見
れ
ぽ
、
枇
合
山
間
係
は
ず
〈
て
親
子
聞
の
人
俗
的
闘
係
に
選
一
応
川
米
る
の
で
、
親
に
謝
す
る
人
間

的
義
務
(
学
)
が
目
以
耐
の
道
徳
で
あ
る
包
従
っ
て
物
的
危
枇
命
u
刷
聞
係
の
中
に
入
っ
て
非
人
間
的
目
的
(
職
業
)
の
た
め
に
一
切
の
人
間
的

快
熱
中
一
犠
性
に
し
て
資
ド
ム
ゲ
一
X
H
U
M
f
A
Q
L
4
L
J
っ
た
机
た
は
洲
人
の
仲
十
一
日
市
態
度
は
川
併
し
矧
い
の
で
あ
る
。

k

夕
、
那
人
ば
小
へ
た
る
議
前
よ

り
も
、
む
し
ろ
最
大
の
事
燃
を
え
ら
ぷ
。

一
銭
の
貯
へ
を
な
す
よ
り
も
、
む
し
九
そ
れ
で
消
を
w
A
ひ
、
微
風
に
吹
か
れ
て
楊
柳
の
あ

る
川
岸
を
散
策
す
る
と
一
一
一
一
口
っ
た
様
た
詩
的
情
緒
を
え
ら
ぷ
。
か
く
て
欧
洲
人
は
官
の
非
合
訓
的
続
突
を
抑
制
す
る
事
に
よ
っ
て
蓄
積

し
生
産
す
る
積
極
的
禁
欲
主
義
者
で
あ
る
が
、
支
那
人
は
消
費
的
、
小
市
民
的
生
品
川
の
巾
に
彼
等
の
別
想
hr
一
迫
ひ
、
そ
の
本
領
を
殻

却
し
よ
う
と
す
る
消
倒
的
享
梁
主
義
梓
で
あ
る
。
林
語
堂
は
こ
の
支
那
的
『
人
道
主
義
』
と
岡
洋
の
「
唯
物
主
義
」
と
を
比
較
し
て
か
う

『
西
洋
人
は
進
ん
で
多
く
の
も
の
を
獲
得
し
た
り
、
作
っ
た
り
す
る
才
能
を
持
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
を
享
熱
す
る
能

力
は
少
た
い
。
だ
が
支
那
人
は
少
量
の
も
の
を
事
業
ず
る
の
に
上
り
大
な
る
決
心
と
才
能
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
』

一
言
っ
て
ゐ
る
。

五
口
々
は
こ

L
で
議
論
の
方
向
を
榔
じ
て
、
以
上
比
較
し
た
東
洋
精
榊
と
閏
洋
精
神
の
相
違
が
宗
教
思
想
の
中
に
ど
の
様
に
反
映
し

東
洋
に
於
け
る
資
本
主
義
精
神
の
依
如

第
四
十
九
巻

七
四
七

第
五
擁

，"1. 

'''"jJ 
l̂ 
rI仰向

孫中 ~I，、三民主義(改造文国旬、 I"\l摺主義、第五講。
棒読堂、我凶土、我闘民(新居格評)、 18:;頁。
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東
非
に
於
け
る
安
本
主
義
精
神
白
紙
如

第
四
十
九
巻

第
五
鋭

七
四
八

i¥ 

四

て
ゐ
る
か
考
察
し
よ
う
。
近
肘
欧
洲
に
於
け
る
資
本
主
義
精
紳
は
宗
教
を
排
斥
し
た
の
で
は
泣
く
て
、
む
し
み
宗
教
の
純
化
、
と
合
理

化
を
賓
行
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ウ
ェ

1
パ

l
は

E
の
程
度
に
宗
教
が
合
訓
開
化
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
云
ふ
見
地
か
ら
東
西
の
宗
教
を

比
較
す
る
。
邸
ち
第
一
に
東
西
岡
洋
の
宗
教
が
榊
と
人
間
日
脚
界
と
の
聞
係
を
如
何
に
見
て
ゐ
る
か
。

フ
エ
テ
イ
シ
ズ
ム

す
る
信
仰
、
戒
は
物
紳
山
県
科
を
ど
の
純
度
ま
で
耕
除
し
て
ゐ
る
か
。

第
二
に
魔
術
(
害
問
固
め
)
に
劉

光
づ
第
一
の
鮪
か
ら
見
る
た
ら
ば
、
近
前
の
北

2
v毅
特
に
カ
ル
ピ
-
一
ズ
ム
で
は
桝
と
人
間
と
の
施
劉
的
た

4

分
離
が
行
は
れ
る
。
耐
仰

は
人
聞
に
射
し
て
絶
針
的
、
超
越
的
た
力
を
持
ち
、
測
り
知
れ
ざ
る
業
を
も
っ
て
働
き
か
け
る
。
人
間
の
た
め
に
紳
が
あ
る
の
で
は

泣
く
、
一
柳
の
た
め
に
人
間
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
は
一
仰
の
器
具
と
し
て
、
一
川
の
栄
光
を
現
世
に
現
は
す
た
め
に
券
働
し
、
紳

よ
り
輿
へ
ら
れ
た
天
職
の
替
み
の
中
に
救
ひ
の
時
信
そ
得
る
。
斯
様
に
ひ
た
す
ら
榊
の
み
を
念
じ
、
人
聞
に
頼
ら
た
い
と
云
ふ
態
度

は
人
間
の
浩
り
出
し
た
感
覚
的
文
化
の
嫌
悪
、
特
に
停
統
主
義
的
構
成
の
打
破
と
云
ふ
方
向
に
働
き
か
け
る
。
併
し
そ
れ
は
必
し
も

抽
出
侶
的
た
超
俗
的
態
度
で
は
な
ぐ
、
む
し
ろ
現
世
の
生
前
態
度
に
た
え
宇
緊
張
感
を
輿
へ
、

日
常
生
活
の
中
に
ピ
ュ
1
リ
タ
y
の
銭

の
様
た
統
制
と
合
理
化
を
も
た
ら
す
結
川
加
に
な
る
。
か
〈
て
世
俗
的
生
活
を
紳
よ
り
輿
へ
ら
れ
た
義
務
と
感
や
る
事
に
よ
っ
て
、
カ

ル
ピ
一
一
ズ
ム
に
於
け
る
純
粋
な
宗
教
的
要
素
は
却
っ
て
強
い
現
世
愛
を
呼
び
起
す
原
悶
に
た
る
の
で
あ
る
。

と
れ
に
反
し
て
東
洋
の
宗
教
に
見
ら
れ
る
現
世
的
性
質
は
紳
と
人
間
世
界
と
の
境
界
線
を
抹
殺
す
る
事
に
よ
っ
て
生
十
る
。
東
洋

人
は
組
先
の
霊
魂
と
自
由
に
交
通
し
、

一
定
の
儀
式
と
祭
鵡
に
よ
っ
て
死
者
の
延
命
を
も
左
右
す
る
事
が
山
内
来
る
と
信
ピ
て
ゐ
る
。

又
彼
等
自
身
は
一
柳
の
容
器
!
榊
の
器
具
で
は
友
い
ー
で
あ
っ
て
、
宗
教
的
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
中
に
紳
と
人
と
の
榊
秘
的
一
致
(
紳
軍
部
)

を
資
現
す
る
事
が
出
来
る
と
信
じ
て
ゐ
る
。
東
洋
人
に
と
っ
て
榊
は
西
洋
人
に
針
す
る
ほ
ど
超
越
的
な
‘
絶
針
的
左
も
の
で
は
左
い
。
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東
洋
の
帥
は
人
聞
に
と
っ
て
親
し
み
ゃ
す
い
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
友
〈
、
人
間
に
よ
っ
て
誘
惑
さ
れ
た
り
.
貿
牧
さ
れ
た
り
す
る
。

例
へ
ば
支
那
民
衆
の
無
邪
気
た
篭
川
の
信
仰
(
竃
神
は
家
族
の
守
護
紳
で
、
大
朔
日
に
は
家
族
的
善
行
、
悪
行
を
上
帝
に
告
げ
に
昇
天
す
る
と
信
じ

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
電
神
の
な
る
べ
〈
寛
大
な
取
は
か
ら
ひ
を
得
る
様
に
常
日
に
は
様
々
の
供
物
を
す
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
)
が
さ
う
で
る
る
。
一
開

の
世
界
と
人
間
の
世
界
の
匝
別
を
無
硯
す
る
者
は
絶
針
紳
の
信
仰
を
も
っ
人
聞
に
比
較
し
て
、

そ
の
生
荷
態
度
に
緊
張
と
責
任
視
を

紋
く
を
売
れ
な
い
。
例
へ
ば
、
榊
よ
り
輿
へ
ら
れ
た
天
臓
を
短
い
人
生
の
間
に
処
し
て
完
全
攻
数
ひ
を
得
ょ
う
と
す
る
カ
ル
ピ
ニ
ス

ガ
ス
ト

ト
と
、
来
世
に
於
て
も
現
世
と
同
様
友
族
姓
制
度
が
縫
績
し
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
現
位
の
善
行
に
よ
っ
て
来
世
で
は
現
在
よ
り
も

高
い
族
姓
に
引
上
げ
ら
れ
る
希
望
し
か
な
い
と
三
ふ
段
た
『
輸
相
}
』
の
思
想
の
下
に
あ
る
東
洋
人
の
生
活
態
度
を
比
較
し
て
見
ょ
。
前

品
刊
は
線
本
的
な
「
救
び
』
の
思
想
の
下
に
、
人
間
生
前
に
不
断
の
反
省
を
興
へ
、

こ
れ
を
改
官
官
し
よ
う
と
す
み
偵
脳
性
を
有
す
る
に
針

し
、
後
品
刊
は
穴
『
個
々
の
吋
許
行
司
問
中
一
節
み
か
さ

μ
る
川
府
ぃ
加
で
、
川
附
川
川
か
ら
来
性
支
?
も
ヰ
出
納
J

づ
ピ
く
と
信
ぜ
ら
れ
る
政
姓
制
度
そ

の
も
の
を
鑓
革
す
る
意
士
山
を
有
し
な
い
だ
ら
も
。
現
前
と
来
世
の
医
別
を
抹
殺
す
る
思
想
は
結
局
現
世
に
針
す
る
寅
践
を
揚
棄
し
て

体
統
に
順
癒
し
て
行
〈
桜
な
束
、
洋
枇
舎
に
特
有
の
生
活
態
度
を
生
み
出
す
の
で
る
る
。

次
に
魔
術
信
仰
の
程
度
に
つ
い
て
、
紳
の
構
成
の
み
を
信
ヤ
る
カ
ル
ピ
=
ズ
ム
は
人
間
の
世
俗
的
左
手
段
に
よ
っ
て
照
罪
や
救
ひ

の
感
じ
を
奥
へ
、
人
聞
の
純
粋
友
信
仰
を
腕
揮
さ
せ
よ
う
と
ナ
る
魔
術
的
方
法
に
針
し
て
徹
底
的
に
戦
っ
た
。
併
し
東
洋
で
は
世
界

を
『
魔
法
か
ら
解
く
』

(
E
E巳
5
5也
事
は
完
全
に
は
行
は
れ
友
か
つ
わ
。
東
洋
特
に
支
那
で
は
道
教
と
結
び
つ
い
て
荒
唐
無
稽
た

耐
仙
術
や
不
老
長
生
術
、
共
他
一
岬
震
信
仰

(corz『
四
百

zg)
が
足
衆
を
支
配
し
て
ゐ
る
。
併
し
榊
霊
信
仰
は
民
衆
ば
か
り
で
は
左
い
。

支
郊
の
支
配
厨
の
思
想
で
極
め
て
現
世
的
、
合
迎
主
義
的
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
儒
教
で
さ
へ
も
民
衆
を
魔
法
か
ら
解
放
す
る
事
に
努

東
洋
に
於
け
る
資
本
主
義
精
紳
の
一
依
如

第
四
十
九
巻

七
四
九

第
五
競

丹、
五

橘撲、支那思想研究、ニ0ー頁以下。
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東
洋
に
於
け
る
養
本
主
義
精
神
白
依
如

第
四
十
九
巻

七
五

O

第
五
銃

八
六

力
し
た
か
っ
た
。
か
の
榊
秘
主
義
的
道
教
と
針
立
し
て
『
未
だ
人
K
事
ふ
能
は
や
、
罵
ぞ
能
〈
鬼
神
に
事
へ
ん
』
(
論
語
、
先
盤
}
と
一
古

っ
た
孔
子
で
す
ら
、
し
ぼ
/
¥
・
民
衆
の
榊
霊
信
仰
に
謝
し
て
安
協
的
態
度
を
示
し
わ
。

と
と
ん
で
魔
術
信
仰
の
殻
川
市
は
人
間
の
不
幸
や
罪
悪
に
刻
し
て
一
時
的
危
救
怖
感
を
興
へ
、

乙
れ
に
よ
っ
て
内
心
の
緊
張
か
ら
何

時
で
も
安
易
に
ま
ね
が
れ
る
事
で
あ
る
。

併
し
脱
術
信
仰
の
他
の
乍
簡
は
、

耐
刊
に
叫
到
す
る
根
本
的
な
罪
悪
感
を
も
っ
て
、

i

，

h

a

 

F
l

】

E
t
由
pv一

品
川
れ
上
う
A
」
た
走
中
切
力
し
て
ゐ
る
カ
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
如
く
、

日
常
生
析
が
組
織
あ
る
λ
土
問
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
い
で
、
個
々
の
偶

然
的
友
善
行
と
悪
行
の
つ
み
か
き
な
り
と
な
り
、
生
活
に
封
す
る
意
志
的
、
利
息
・
的
態
度
が
侠
け
、
本
能
的
危
情
感
の
支
配
に
ゆ
だ

か
や
う
な
東
洋
人
一
般
に
見
ら
れ
る
魔
術
の
信
仰
は
彼
等
の
生
活
合
理
化
を
根
本
的
に
妨
げ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
例
へ
ば
黄
河
の
護
岸
工
事
に
於
て
榊
蜜
の
怒
を
恐
れ
て
近
代
的
土
木
技
術
を
川
ひ
友
か
っ
た
と
云
ふ
が
如
む
、
鱗
道
の
敷
設

ね
ら
れ
る
結
果
と
な
る
。

や
工
揚
の
建
設
に
際
し
て
地
相
撃
で
2
2
2
z
r
)
は
山
岳
、
森
林
、
河
川
、
基
塚
に
住
む
震
魂
の
一
小
暗
仰
を
乱
さ
な
い
ほ
に
警
背
す
る

が
如
雪
、
東
洋
枇
舎
は
向
麿
法
か
ら
解
放
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

一-一
東
洋
に
於
け
る
市
民
階
級
の
侠
如

再
々
は
前
節
で
東
洋
人
に
所
調
『
資
本
主
義
精
神
』
の
快
如
し
て
ゐ
る
事
賓
を
汚
察
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

一広官ホウェ

l
パ
1
の

意
闘
は
唯
物
史
矧
と
は
反
到
に
資
本
主
義
波
展
の
契
機
を
資
本
宅
義
精
品
川
、
特
に
カ
ル
ピ
一
一
、
ス
ム
に
求
め
る
と
同
時
に
、
東
洋
に
於

け
る
醤
枇
舎
の
停
滞
性
の
原
閃
を
資
本
主
義
精
榊
の
紋
如
に
求
め
る
事
で
あ
っ
た
。
例
し
ウ
ヰ
1
パ
ー
は
か
h

る
一
方
的
な
説
明
の

仕
方
に
満
足
し
た
b
け
で
は
友
い
。

ウェ

l
パ
1
の
結
論
は
常
に
『
精
帥
』
の
方
向
に
向
け
ら
れ
る
に
拘
ら
や
、
川
明
A
ぷ
酬
の
道
筋
で
は
た

Max ¥司leber.Konfu 7.iani~n"Ll1s und Tnoismus. R. S. S“490. 
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え
や
精
神
の
『
枇
品
問
的
基
礎
』
に
注
意
が
擁
は
れ
て
ゐ
る
。

と
と
ろ
で
資
本
主
義
精
神
の
枇
合
皐
的
基
礎
と
は
、
近
世
欧
洲
の
産
業
資

本
主
義
で
あ
り
、
そ
の
経
替
者
た
る
市
民
階
級
で
あ
り
、
彼
等
の
生
活
の
場
所
た
る
都
市
で
あ
る
。
放
に
『
東
洋
に
於
け
る
資
本
主

義
精
神
の
快
如
』
の
問
題
は
ま
た
『
東
洋
に
於
け
る
市
民
階
級
の
快
如
』
の
問
題
に
関
聯
す
る
わ
け
で
あ
る
。

ウェ
l
パ
l
の
所
謂
市
民
階
級
の
概
念
を
簡
単
に
定
義
す
れ
ば
、
中
世
よ
り
近
世
に
か
け
て
財
産
あ
り
教
養
あ
る
階
級
と
し
て
一

方
で
は
貴
族
に
封
し
・
他
方
で
は
無
産
者
に
対
立
し
て
生
長
し
て
来
た
近
世
欧
洲
に
於
け
る
湖
特
の
存
在
で
あ
る
と
言
へ
ょ
う
。
併

し
市
民
(
国
Z

品
耳
)
は
都
市
(
吉
元
)
の
生
活
者
で
あ
り
、
都
市
も
亦
近
世
の
欧
洲
に
あ
っ
て
は
湖
特
注
性
格
を
備
へ
て
ゐ
る
。
従
っ
て

市
民
階
級
と
共
に
と
の
都
市
の
ヨ

1
ロ
パ
的
性
怖
を
知
っ
て
、
始
め
て
資
本
主
義
精
帥
の
枇
合
的
某
礎
を
明
か
に
す
る
事
が
出
来

る
の
で
あ
る
。
沿
づ
ウ
ヱ

1
パ

l

k
従
っ
と
河
政
都
市
の
特
徴
を
数
へ
と
見
れ
ば
、

て
城
叫
品
、
共
他
防
山
梨
設
備
を
具
備
す
る
事
、

一一一
b

そ
の
都
市
自
身
の
裁
判
様
、
立
法
構
を
持
つ
事
、
問
、
公
共
闘
棋
の
性
格
を
有
す
る
事
、
五
、

叩

都
市
の
市
民
が
参
加
す
る
都
市
行
政
の
行
は
れ
て
ゐ
る
事
等
で
あ
る
。
併
し
と
れ
等
の
特
徴
の
中
、

二
.
市
場
及
び
商
工
業
の
存
在
、

一
と
二
と
は
必
し
も
西
欧
都
市

に
だ
け
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
東
洋
の
都
市
は
官
吏
や
封
建
領
主
の
居
住
所
と
し
て
大
抵
城
山
狩
を
持
っ
て
ゐ
る
し
、
商
工
業
に

し
で
も
支
配
者
の
欲
望
を
満
た
す
た
め
に
存
在
し
て
ゐ
る
。
故
に
閲
敵
都
市
の
特
徴
は
コ
一
以
下
の
都
市
の
自
治
性
と
公
共
圃
鰭
性
を

去
は
す
も
の
で
あ
る
。

か
や
う
左
意
味
の
都
市
の
歴
史
的
意
義
は
重
要
で
あ
る
。
共
庭
は
止
づ
市
民
階
級
の
自
己
解
放
の
帽
鋼
所
、
自

治
的
生
活
の
揚
所
と
し
て
、

こ
の
階
級
の
経
済
的
責
力
が
養
は
れ
、
封
建
的
勢
力
が
排
除
さ
れ
て
、
合
型
的
資
本
主
義
の
端
絡
が
打

立
て
ら
れ
た
所
で
あ
る
。

ヨ
l
ロ
ゾ
バ
に
の
み
存
在
す
る
所
以
を
強
調
し

カェ

l
バ
ー
は
か
や
う
な
性
質
を
持
っ
た
都
市
が
近
世
の

て
ゐ
る
。

『
西
洋
以
外
の
所
で
も
城
砦
都
市
と
か
政
治
的
、
教
穣
的
行
政
hz
有
す
る
都
市
は
存
在
す
る
。
併
し
乍
ら
、
西
洋
以
外
の

東
洋
に
於
け
る
賓
本
主
義
精
神
田
依
如

第
四
十
九
巻

七
主乙

策
五
競

" 七
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東
洋
に
於
け
る
資
本
主
義
精
神
白
紙
如

第
四
十
九
巻

所
で
は
公
共
圏
樫

(
C
E
E
S品。
E
号

E
と
と
し
て
の
都
市
は
存
在
し
た
か
っ
た
。
』

七
宝玉

第
五
披

i¥ 
i¥ 

そ
れ
で
は
何
故
に
市
民
の
公
共
的
生
活
の
揚
所
た
る
都
市
が
、
従
っ
て
市
民
階
級
そ
の
も
の
が
東
洋
に
波
生
し
た
か
っ
た
の
で
あ

ら
う
か
。
共
は
ウ
ェ
l
パ
ー
で
は
大
関
二
つ
の
原
因
に
求
め
ら
れ
る
。
第
一
は
大
事
制
園
家
或
は
官
僚
政
治
の
早
期
に
於
け
る
崎
型

カ
ス

的
な
設
建
で
あ
り
、
第
二
は
氏
族
園
鶴
或
は
族
抗
制
度
の
一
変
同
友
残
存
で
あ
る
。

先
づ
第
一
の
郎
附
佐
見
る
取
ら
ば
、
問
沖
の
「
本
林
次
化
ト
{
堤
防
百
円
口
}
川
町
)
に
針
し
亡
、
東
い
州
け
の
文
化
が
「
日
前
水
文
化
L
I
M
W
Z
B脱
出
出
向
U
E

E
E『
)
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
様
除
、
東
洋
の
農
業
上
及
び
気
候
、

地
質
上
の
特
質
は
、
農
業
!
其
は
東
洋
紅
舎
の
物
的
謀
礎
で
あ
り
や

に
品
到
す
る
漉
慨
と
治
水
を
組
織
し
指
導
す
る
と
と
ろ
の
統
一
的
左
権
力
を
必
要
と
す
る
。

か
B
A

る
必
要
が
支
那
の
み
左
九
十
、
東
洋

一
般
(
印
度
、
エ
ジ
プ
ト
、
パ
ピ
ロ
ン
)
に
専
制
国
家
或
は
官
僚
政
治
の
早
期
に
於
け
る
成
立
を
促
進
し
、
そ
の
歴
力
に
蔽
は
れ
た
東
洋
枇

舎
は
何
庭
に
も
西
欧
に
於
け
る
桜
左
市
民
階
級
の
殺
生
す
る
徐
地
を
残
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
ウ
ェ

1
パ
l
は
「
一
一
般
に

精
一
柳
史
的
原
閃
以
外
の
も
の
が
そ
と
に
働
い
て
ゐ
る
限

り
、
地
理
的
構
造
の
も
た
ら
す
駐
曾
組
織
の
大
陸
的
性
格
に
よ
っ
て
著
し
く
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
』
と
さ
へ
言
ワ
て
ゐ
る
。

ア
ジ
ヤ
に
於
け
る
経
済
的
合
理
主
義
及
び
合
理
的
生
活
方
法
の
快
如
は
、

早
期
に
於
け
る
官
僚
政
治
が
市
民
階
級
の
褒
建
を
妨
げ
た
例
を
再
々
は
支
那
に
見
出
す
事
が
州
来
る
で
あ
ら
う
。
治
水
棲
の
ん
骨
到
一

に
始
ま
っ
て
庚
汎
夜
行
政
権
を
掌
握
し
て
ゐ
た
支
那
の
官
僚
階
級
は
行
政
的
手
段
(
例
へ
ば
収
税
権
)
を
利
則
し
て
自
分
の
任
期
中
に
芙

大
友
財
産
を
か
き
集
め
る
事
が
出
来
た
。
支
那
の
宮
支
が
蓄
財
に
熱
中
す
る
の
は
、
個
人
的
に
見
れ
ば
官
変
の
地
位
は
極
め
て
浮
動

的
だ
か
ら
で
あ
り
、
文
自
分
の
下
に
血
縁
者
、
郷
葉
、
下
級
官
吏
、
門
番
に
至
る
ま
で
彪
大
友
扶
養
者
群
を
か
L

へ
て
ゐ
る
か
ら
で

る
る
。
任
期
中
に
蓄
積
さ
れ
た
財
産
は
退
職
後
家
族
員
に
倖
へ
ら
れ
、
そ
の
家
族
員
が
長
期
に
亙
る
官
吏
試
験
咋
備
を
粧
て
一
丹
び
官

Max Weber， a. .a. O. S. ';.12. 
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吏
と
友
っ
て
蓄
財
す
る
ま
で
の
資
金
と
た
針
。
印
ち
官
僚
階
級
は
家
族
制
度
と
結
合
し
て
『
非
合
理
的
』
財
産
蓄
積
を
い
よ
J
R、
設
同

な
も
の
と
し
、
従
っ
て
資
本
の
生
産
的
、
合
理
的
投
下
を
い
よ
r
(
h
困
難
な
ら
し
め
た
。

と
と
ろ
で
支
郊
の
都
市
は
ず
ぺ
て
斯
様
友

官
僚
階
級
の
居
住
す
る
場
所
で
あ
っ
て
、
か
ゃ
う
友
都
市
は
官
僚
階
級
、
共
他
特
機
階
級
の
消
費
に
よ
っ
て
養
は
れ
る
消
費
都
市
と

な
る
。
か
う
一
去
ふ
場
所
に
都
市
の
白
由
も
市
民
の
自
治
的
な
閣
結
も
生
じ
な
い
の
は
首
然
で
あ
る
。
部
市
の
内
に
は
そ
れ
メ
¥
の
地

匝
に
市
民
の
閤
惜
が
作
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
賦
役
、
貢
納
、
警
一
掛
川
、
共
他
の
行
政
目
的
の
た
め
に
利
刑
さ
れ
る
性
質
の
も

の
で
る
る
。
又
支
那
の
都
市
に
見
ら
れ
る
ギ
ル
ド
も
、
内
部
の
互
助
組
織
は
桜
め
て
室
闘
で
あ
る
が
、
西
洋
の
ギ
ル
ド
の
様
に
特
椿

圏
鴨
ー
と
し
て
岡
家
上
り
公
認
さ
れ
た
事
も
な
〈
、
専
制
岡
家
に
針
し
て
政
治
闘
争
を
試
み
た
事
も
稀
で
あ
る
。

ウ
ス
ト

東
洋
K
於
げ
る
都
市
の
形
成
を
妨
げ
て
ゐ
る
第
二
の
原
閃
に
、
民
族
、
胤
叫
跡
的
村
落
、
族
姓
等
の
如
h
d
僻
続
的
関
閣
の
残
存
が
あ

る
。
勿
論
ヨ

1
ロ
ー
パ
で
も
古
代
に
は
民
族
の
椛
城
が
自
由
た
都
市
閣
剛
聞
の
結
成
を
妨
げ
た
事
は
あ
っ
た
が
、
平
〈
も
中
世
K
於
い

て
中
欧
や
北
欧
の
諸
都
市
で
は
斯
様
左
勢
力
は
弱
ま
り
、
市
民
の
閏
由
た
聯
合
が
見
ら
れ
る
様
に
友
っ
た
。
然
る
に
、
例
へ
ば
支
那

の
都
市
居
住
者
は
た
え
や
都
市
以
外
に
存
在
し
て
ゐ
る
僻
統
的
圃
健
(
民
族
、
村
落
)

に
拘
束
さ
れ
て
ゐ
る
。
彼
等
は
云
は
ピ
共
同
開

の
隣
緒
を
ま
だ
た
ち
切
っ
て
ゐ
友
い
の
で
る
る
。
彼
等
は
持
働
者
と
し
て
、
職
人
と
し
て
、
文
人
、
官
吏
E

と
し
て
都
市
に
生
前
ナ
る

時
で
も
、
彼
等
の
心
は
た
え
や
共
同
の
祖
先
が
祭
ら
れ
て
ゐ
る
故
郷
の
墓
地
、
田
地
、
家
屋
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
つ
で
彼

等
の
形
成
す
る
枇
合
的
勢
力
は
町
民
団
Z
L【
ぎ
『
同

2
3
郎
ち
市
民
階
級
で
は
友
く
、
『
郷
竜
r一
た
の
で
あ
る
。
僻
統
的
生
所
図
へ
の
魔
術
的

た
束
縛
は
イ
ン
ド
人
に
も
見
ら
れ
る
。
彼
等
は
同
一
の
カ
ス
ト
に
属
し
左
け
れ
ば
同
一
の
容
器
の
水
を
飲
む
事
も
出
来
守
、
食
卓
に

同
席
す
る
事
す
ら
許
さ
れ
左
い
と
信
じ
て
ゐ
る
。

斯
様
た
カ
ス
ド
的
意
識
の
下
に
あ
る
イ
ン
ド
人
が
問
由
友
都
市
圏
健
を
作
っ
た

東
洋
に
於
け
る
賛
本
主
義
精
神
の
快
如

第
四
十
九
巻

七
五

第
五
披

^ 
大4
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第
四
十
九
巻

り
、
市
民
階
級
と
し
て
の
統
一
的
左
階
級
意
識
を
獲
得
出
来
友
い
事
は
首
然
で
あ
ら
う
。

東
洋
に
於
け
る
養
本
主
義
精
紳
の
候
如

第
五
披

七
五
四

九
O 

東
洋
に
於
い
て
も
、

と
の
侮
統
的
国
惜
を
打
ち
く
だ
か
う
と
す
る
力
が
全
〈
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
へ
ぽ
支
那
の
様
に
大

専
制
国
家
を
完
成
し
た
庭
で
は
、
財
政
上
の
要
求
か
ら
氏
族
の
共
有
地
を
私
有
の
課
税
地
に
務
更
し
た
り
、
官
吏
と
民
族
の
闘
係
を

切
断
す
る
た
め
に
官
吏
の
住
期
を
知
航
し
た
り
、
自
分
の
生
地
に
任
官
す
る
事
を
禁
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
併
し
欝
支
那
府
山
闘
は
氏

朕
の
勢
力
忙
刻
抗
し
仰
る
澗
立
の
模
力
打
た
ら
取
か
っ
た
山
山
円
市
民
一

k
m身
一
氏
勝
、
地
方
の
や
い
白
山
本
劣
紳
の
聞
に
ほ
受
験
不
備
の
期
間
を

。
吊

通
じ
、
宵
吏
の
パ
ト
ロ
ン
を
介
し
て
断
ち
切
れ
ぬ
闘
係
が
結
ぼ
れ
た

3

更
に
官
吏
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
た
る
儒
教
に
歪
つ
て
は
、

ー
パ

I
の
言
ふ
様
に
全
く
民
族
の
侮
統
的
支
配
闘
係
を
容
認
す
る
に
至
。
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
東
洋
枇
舎
の
何
鹿
を
見
渡
し
て
も
市
民
階
級
の
生
前
す
る
場
所
は
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
泣
か
っ
た
。
東
洋
に
も
都
市
は
る
つ

た
が
、
皇
帝
や
官
吏
の
政
治
の
揚
所
と
な
っ
て
自
治
楼
を
興
へ
ら
れ
た
か
っ
た
。
村
落
は
『
自
治
様
』
を
持
っ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
内
部

に
於
け
る
侮
統
的
支
配
闘
係
は
到
底
市
民
階
級
の
生
長
を
許
す
性
質
の
も
の
で
は
-
な
か
っ
た
。

か
く
し
て
五
口
々
は
東
洋
に
「
資
本
主

義
精
神
』
の
訣
如
せ
る
却
由
を
『
枇
合
率
的
』
に
つ
き
と
め
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

回

市
ノ
ェ
!
バ
!
の
東
洋
論
特
に
支
那
論
の
基
調

五
口
々
は
前
二
節
に
亙
っ
て
ウ
ェ

1
パ
1
の
東
洋
論
を
中
心
と
し
つ
h

考
察
を
進
め
た
。

い
ま
再
び
ウ

T
l
パ
1
の
剛
閥
系
に
庚
つ

て
、
彼
の
東
洋
論
の
某
調
が
何
底
に
あ
る
か
、
叉
そ
れ
は
今
日
の
東
洋
研
究
、
支
那
研
究

ω
段
階
よ
り
見
て
如
何
に
枇
判
さ
れ
、
評

債
さ
れ
ね
ば
な
ら
友
い
か
考
へ
て
見
ょ
う
。
最
初
に
明
か
に
し
た
様
に
、

ウ
ェ
l
パ

1
の
所
前
『
文
化
の
普
遍
史
』
の
問
題
は
歴
史
の

ウ
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『
合
川
崎
化
』
過
程
の
一
っ
と
し
て
の
資
本
十
仁
義
精
神
の
食
生
で
あ
り
、
彼
の
東
洋
論
の
問
題
は
東
洋
が
か
ミ
る
合
理
化
過
程
に
於
い
で

如
何
な
る
特
殊
な
娘
相
を
示
す
か
と
一
石
ふ
事
で
あ
っ
た
。

と
と
ら
で
、
前
向
に
も
見
た
様
に
、

ウェ

I
パ
l
は
或
時
は
資
本
主
義
精

紳
の
描
出
生
或
は
飲
如
の
原
閃
を
枇
合
的
某
礎
に
求
め
は
す
る
が
、

又
逆
に
一
枇
舎
の
運
動
そ
の
も
の
を
精
神
的
原
肉
に
師
せ
し
め
よ
う

と
す
る
窓
闘
を
も
持
っ
て
ゐ
る
。
而
も
ウ
t
l
パ
ー
が
唯
物
史
観
反
針
の
立
場
を
意
識
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
の
論
調
は
精
神
主
義

的
た
方
向
に
怖
じ
て
行
〈
の
で
あ
る
。
品
刊
に
よ
れ
ば
、
新
限
界
ア
メ
リ
カ
の
如
く
資
本
主
義
の
物
的
幕
礎
が
会
〈
紙
け
て
ゐ
る
と
と

ん
で
も
、
新
教
の
『
精
一
岬
』
が
資
本
主
義
伝
導
の
役
割
を
川
市
た
す
の
で
あ
り
、
ま
た
支
那
の
様
に
多
少
市
民
本
主
義
的
要
素
の
腕
芽
の
あ

る
成
で
も
『
精
一
利
』
が
快
如
し
て
ゐ
れ
ば
、
枇
舎
は
山
市
久
に
停
滞
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
は
資
本
王
義
の
鎚
展
と
は
「
精
一
川
」
が

生
れ
る
か
同
ど
う
か
と
え
ふ
偶
然
の
市
千
百
に
油
川
ず
る
も
の

L

桜
台
、
め
る
。

曜
時
際
ウ

τ
i
パ
ー
は
個
々
の
人
川
の
主
閥
的
、
認
味
的
行

か
h

る
交
庄
作
川
の
中
に
生
や
る
川
県
限
の

hnGEM2MM
の
中
に
一
枇
舎
の

協
の
交
圧
作
川
の
巾
に
『
枇
命
現
象
』
を
見
る
の
?
あ
り
、

新
友
展
開
を
求
め
叉
円
。
そ
れ
故
に
あ
る
対
建
的
た
問
屋
業
が
崩
壊
し
た
の
は
、
或
日
突
然
都
市
か
ら
出
て
来
た
青
年
が
そ
の
問
尾
栄

に
合
理
的
経
俸
の
精
紳
を
吹
き
込
ん
だ
矯
め
で
あ
る
と
一
一
三
日
ふ
様
友
主
張
を
敢
て
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

-
沼
市
市
ウ
ェ
l
パ
l
は
資
本
主
義
の
精
帥
的
方
耐
を
強
調
ナ
る
。

ウ
ェ
l
パ
ー
に
よ
れ
ば
、
近
世
欧
洲
の
資
本
主
義
は
翠
友
る
情
利

主
義
や
貨
幣
欲
で
は
友
く
、
個
人
の
同
月
比
、
責
任
観
念
、

自
主
濁
立
の
精
一
利
等
々
を
作
ふ
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
ヨ

I
ロ
ァ
パ
的
資

本
主
義
は
精
一
岬
的
方
闘
が
一
方
的
に
強
調
さ
れ
、
物
質
的
方
面
が
捨
象
さ
れ
て
、
終
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
精
帥
に
ま
で
蒸
獲
す

る
。
こ
れ
は
ウ
ょ
l
パ
l
自
身
が
恐
ら
〈
強
引
似
た
資
本
主
義
精
榊
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
精
榊
の
持
主
で
あ
る
事
を
物
語
っ
て
ゐ
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
市
民
枇
舎
の
内
部
で
自
己
を
鍛
へ
、
ま
た
日
ら
資
本

E
義
経
済
の
建
設
に
課
力
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
資
本

東
伴
に
於
け
る
資
本
主
義
椅
紳
の
依
如

第
凶
十
九
巻

七
五
五

第
五
競

九
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東
洋
に
於
け
る
費
本
主
義
精
刊
の
快
如

第
五
競

第
四
十
九
巻

七
五
六

大ι

主
義
の
成
立
原
因
は
自
己
の
主
躍
的
活
動
以
外
の
何
も
の
で
も
友
い
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
ま
売
資
本
家
的
企
業
家
自
身
は
白

ら
を
草
に
管
利
に
長
け
た
人
間
で
あ
る
と
は
恩
は
泣
い
で
あ
ら
号
。

む
し
ろ
ウ
ヱ

1
パ

1
の
言
っ
た
様
に
、

の
も
と
に
育
て
ら
れ
、
熟
慮
と
冒
険
と
を
粂
ね
併
せ
熱
心
に
而
も
冷
静
不
断
に
仕
事
に
精
駒
す
る
人
』
で
あ
る
と
感
じ
る
で
あ
ら
ろ
。

『
厳
格
友
生
前
の
訓
練

斯
様
に
し

τ
ま
た
欧
洲
人
は
一
般
に
議
い
封
建
制
皮
の
殻
か
ら
自
分
を
救
ひ
山
し
て
く
れ
た
も
の
は
問
主
潤
立
の
精
一
脚
で
あ
り
、
耐

の
み
が
喉
一
の
力
合
あ
る
事
堂
教
へ
て
く
れ
た
キ
リ
ー
ト
紙
特
榊
で
あ
る
と
信
じ
℃
ゐ
る
。

さ
う
し
て
械
等
は
臼
介
の
す
ぐ
れ
も
凡

『
精
榊
』
を
封
建
制
度
の
下
で
死
に
か
L

っ
て
ゐ
る
あ
は
れ
左
精
神
と
比
較
す
る
。
か
〈
て
資
本
主
義
的
市
民
は
自
己
を
語
る
に
恨
め

て
精
神
主
義
的
で
あ
る
。
貨
は
こ
の
精
一
脚
主
義
は
市
民
枇
舎
の
物
質
主
義
の
逆
に
在
っ
た
影
像
た
の
だ
が
。
資
本
主
義
精
一
柳
の
物
的

恭
礎
を
あ
ば
〈
事
の
出
来
る
も
の
は
資
本
主
義
精
榊
の
所
有
者
以
外
の
人
で
な
け
れ
ば
た
ら
友
い
。

さ
て
東
洋
に
侵
入
し
た
欧
洲
人
が
『
耐
を
知
ら
ざ
る
』
支
那
人
に
封
し
て
自
分
建
が
『
基
幹
数
回
民
』
で
あ
る
事
を
誇
っ
た
の
も
同
様

友
精
神
主
義
的
立
揚
よ
り
出
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。
貸
は
『
慕
拭
H

毅
園
民
』
の
背
後
に
巨
大
左
『
物
質
文
明
』
が
あ
り
、

と
の
物
質
支

明
と
そ
近
世
の
欧
洲
を
東
洋
の
よ
に
遥
か
に
凌
駕
さ
せ
る
に
至
っ
た
原
閃
で
あ
る
に
も
拘
ら
や
、
欧
州
人
は
自
己
の
特
榊
の
優
越
作

を
話
り
、
東
洋
壮
舎
の
停
滞
の
原
囚
bz
偶
像
開
拝
者
た
る
東
洋
人
の
心
加
に
求
め
る
。

こ
れ
は
恰
も
欧
洲
の
カ
ノ
ン
砲
に
絶
針
的
左

優
越
性
を
認
め
乍
ら
、
「
精
肺
』
の
方
面
で
欧
州
制
人
を
軽
蔑
し
て
ゐ
た
T

ヘ
ン
戦
争
以
来
の
支
那
人
と
正
に
針
照
的
な
精
神
主
義
の
誤

謬
で
あ
ら
う
。

さ
て
こ

L
に
ヨ

1
ロ
y

バ
的
精
神
主
義
の
典
型
と
し
て
五
n
h

は
リ
ヒ
ト
ブ
ォ
1
7
ェ
ン
の
『
支
那
般
行
記
』
を
あ
げ
る

事
が
出
来
る
。
彼
は
十
九
世
紀
の
後
期
地
質
感
者
と
し
て
支
那
を
め
ぐ
り
、
種
々
な
る
皐
間
上
の
貢
献
を
た
し
た
外
、
支
那
人
の
枇

舎
生
活
に
つ
い
て
も
す
ぐ
れ
た
観
察
を
下
し
て
ゐ
る
。
併
し
彼
は
支
郊
の
現
在
、
附
脚
来
に
つ
い
て
は
悲
翻
的
で
あ
っ
て
、
支
那
人
が
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古
来
の
宗
教
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
限
り
、
支
那
枇
舎
は
何
慮
を
見
て
も
沈
滞
と
退
歩
を
く
り
か
へ
す
だ
け
で
あ
ら
う
と
断
じ
た
。
即
ち

リ
ヒ
ト

7
す

1
7
z
ン
は

『
暴
併
殺
へ
の
移
行
以
外
の
何
も
の
も
彼
等
を
と
の
地
位
か
ら
数
び
出
す
事
は
出
来
左
い
で
あ
ら
う
」

借
や
る
の
で
あ
る
。
併
し
彼
は
ま
た
従
来
の
支
那
へ
の
布
教
の
成
績
か
ら
見
て
、
支
那
人
の
民
族
性
は
到
底
宗
教
を
う
け
入
れ
る
事

が
同
点
本
令
、
彼
等
は
貨
に
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
民
族
で
あ
る
と
考
へ
る
。

五
日
々
は
こ

L
に
リ
ヒ
ト
ブ
ォ
1
7
ェ
ン
を
引
用
し
た
の
は
、

乙
れ
と
同
一
の
解
搾
が
、
東
洋
枇
舎
の
停
滞
性
を
恭
相
官
数
精
神
の
快
仰
に
求
め
ん
と
す
る
ウ
ェ

I
パ
l
の
川
町
内
川
に
見
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
尤
も
ウ
ェ
I
パ
1
は
リ
ヒ
ト

7
r
1
7
ェ
ン
の
如
〈
基
日
台
数
の
紋
如
|
従
っ
て
批
舎
の
一
停
滞
ー
を
支
那
人
の
民
族
性
に
基
〈

も
の
と
は
巧
へ
や
、
支
郊
人
に
も
迩
か
の
可
能
性
を
認
め
て
ゐ
た
が
、
而

-hm論
の
来
調
に
五
つ
て
は
同
一
で
あ
る
と
一
百
へ
ょ
う
。

ウ
ょ

l
パ
!
の
別
様
注
矧
怠
的
傾
向
た
も
う
一
皮
時
泌
ナ
る
に
は
、
仙
慨
が
文
明
坤
近
代
史
の
中
忙
如
何
な
る
新
点
那
の
腕
悲
を
見
て

ゐ
た
か
を
考
察
す
る
の
が
早
道
で
あ
る
。
波
の
注
意
を
引
い
た
の
は
一
八
五

O
l
一
八
六
四
年
の
大
卒
天
闘
の
植
命
で
あ
っ
た
。
革

命
運
動
の
も
つ
幕
谷
教
的
傾
向
、
指
導
者
、
洪
秀
全
の
諌
言
者
的
性
格
、
反
儒
教
的
傾
向
、
魔
術
信
仰
や
偶
像
打
破
、
岬
一
川
欲
主
義
に

も
と
づ
く
革
命
軍
の
厳
格
な
訓
練
等
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
支
那
枇
舎
の
僻
統
と
は
っ
き
り
し
た
針
立
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
近
代
文

郊
の
到
来
を
一
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
例
は
近
代
枇
曾
の
起
源
を
宗
教
に
求
め
よ
う
と
す
る
ウ
ェ

1
パ
l
の
意
刷
に
合
致
す
る

も
の
で
あ
ら
う
。
併
し
大
卒
天
国
運
動
の
生
起
し
た
枇
合
史
的
地
盤
を
措
い
て
、
た
ピ
指
導
者
の
宗
教
的
傾
向
に
新
支
那
生
誕
の
チ

、
ン
ス
を
求
め
よ
う
と
す
る
事
は
ウ
ι
1
パ
1
の
個
人
主
義
的
枇
命
日
嗣
慨
を
再
び
露
呈
す
る
も
の
で
こ
そ
あ
れ
、
決
し
て
近
代
支
那
史

の
科
皐
的
視
察
で
は
あ
り
得
な
い
。

而
も
ウ
ヱ

1
パ
ー
が
『
儒
教
と
道
教
』
を
『
枇
舎
科
単
年
報
』
に
執
筆
し
て
ゐ
た
一
九
一
五
年
は
既

に
半
亥
革
命
に
よ
っ
て
清
朝
の
倒
れ
て
ゐ
た
時
代
で
あ
り
、
支
那
枇
舎
の
到
る
底
に
、
新
し
い
民
衆
運
動
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
わ
き

東
非
に
於
け
る
費
本
主
義
精
神
的
依
却

第
五
競

n. 

七
五
七

第
四
十
九
巻

と

現代支那人精紳構遣の班究、二五三一二六O頁。
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東
洋
に
於
け
る
蓑
本
主
義
精
帥
の
依
如

第
四
十
九
巻

七
五
八

第
五
披

九
四

起
っ
て
ゐ
た
舎
で
あ
る
。
大
半
ー
へ
闘
運
動
の
キ
リ
ス
ト
教
的
傾
向
の
み
が
近
代
交
那
の
象
徴
で
は
あ
り
仰
な
い
で
あ
ら
う
。

ウ
ヱ

1

バ
l
中
一
鰭
誰
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
彼
の
支
那
論
が
『
宗
教
枇
命
同
皐
』
の
一
部
で
あ
る
事
堂
一
打
立
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

併
し
ウ
ェ

立
揚
の
限
界
が
あ
る
の
で
は
危
い
か
。

ー
バ
ー
が
特
に
コ
一
一
平
教
枇
命
日
聞
と
の
布
一
内
で
東
洋
問
題
を
論
じ
友
け
れ
ば
た
ら
泣
か
っ
た
棋
本
の
訓
山
を
想
ふ
が
よ
い
。

そ
こ
に
彼
の

ウェ

1
パ
ー
の
東
洋
諭
、
特
に
支
那
論
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
概
会
論
的
傾
向
に
到
し
て
は
そ
の
後
ウ
ェ

1

バ
?
の
影
響
在
行
け
た
町
明
者
向
中
か
ら
さ
¥
も

多
〈
的
批
判
が
提
起
古
れ
て
ゐ
る

E

先
づ

'm接
的
批
判
と
日
さ
引
け
る
も
の
は
ウ
ー
ー
バ
ー
の
吋
引
山
水
諭
文
集
恥
に
制
撤
-u
れ
た
U

吋
ハ
ト
亦
ル

y
p凡

W
1
5
2

5
D
H
μ
o
u
p
c
Hと
の
円
1
t
郡
に
於
付
る
宗
教
と
如
腕
桝
』
で
あ
ら
う
。
大
憾
の
趣
旨
は
「
支
那
に
於
け
る
資
本
主
義
的
援
民
的
微
弱
さ
は
ウ
ー
ー
バ

I
的
論

文
で
試
み
ら
れ
た
如
〈
、
そ
ん
な
に
単
純
に
心
州
観
的
定
式
に
よ
り
て
解
明
由
来
な
い
己
と
一
五
ふ
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
並
ん
で
枇
令
制
服
桝
的
、
地
到
的

方
面
に
そ
の
原
附
を
求
品
よ
今
と
し
て
ゐ
る
。
ロ
ス
ト
ホ
ル
ン
的
批
判
は
さ
主
で
有
力
な
も
の
で
は
な
い
が
、
と
も
か
〈
り
ェ

1
バ
ー
の
方
法
と
は
っ

き

H
し
た
劉
立
を
示
し
て
ゐ
る
だ
け
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
何
E
・
レ

1
ヂ
ラ

I
は
ウ
ェ

1
パ
ー
が
支
那
簡
を
書
い
た
時
よ
り
約
十
年
後
の

詰
曾
科
単
年
報
』
に
『
支
那
に
於
け
る
枇
曾
的
接
選
と
政
治
的
重
』
な
る
論
文
を
の
せ
て
ゐ
る
が
、
彼
は
ウ
ェ
ー
ブ
よ
り
も
新
し
い
支
那
の
枇
舎
情

勢
を
見
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
〈
、
彼
の
立
場
が
根
本
的
に
其
る
も
の
で
あ
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
彼
は
支
那
に
於
け
る
康
業
資
本
内
設
展
と
賃
銀
勢
働

者
向
技
生
の
中
に
奮
支
那
刷
合
、
特
に
家
族
同
惜
の
崩
壌
の
兆
候
常
見
て
ゐ
る
。
而
も
、
こ
の
新

L
い
制
舎
的
錘
革
は
田
中
に
支
那
的
資
本
主
義
化
で
は

な
〈
、
そ
れ
以
上
の
波
浪
で
あ

p
、
こ
の
設
展
を
揚
常
す
る
階
級
が
礁
同
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
黛
猷
慌
を
以
で
ト
乱
那
制
品
目
的
前
町
に
現
れ
勺

L

あ
る
事

貨
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
勺
で
『
叫
枠
組
史
』
的
中
に
資
本
主
義
的
援
展
の
み
を
探

L
求
め
、
そ
れ
以
上
に
は
出
な
か
っ
た
ウ
ェ

I
バ
!
の
玄
相
場
と
レ

l
ヂ

ラ
ー
の
相
症
は
明
か
で
あ
ら
う
。
更
に
ゆ
ェ
i
バ
ー
の
主
宰
す
る
『
枇
舎
科
単
年
報
』
に
よ
M

り
な
が
ら
、
彼
ム
」
は
反
釘
の
方
向
へ
並
ん
だ
東
洋
の
碗
究
者

は
ウ
イ
ソ
ト
フ
ォ
ザ
ル
で
あ
る
。
彼
の
『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
』
の
到
諭
は
ウ
ヱ

I
メ
ー
の
『
治
水
文
化
』
の
列
論
に
影
響
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
漉
概
農
耕
を

物
的
某
礎
と
し
て
全
東
洋
枇
舎
を
問
解
し
よ
う
と
す
る
動
で
ウ
且

I
パ
!
と
根
本
的
に
劃
立
す
る
。
例
へ
ば
d
l
デ
ラ
ー
と
阿
時
に
『
枇
舎
科
事
年
報
』

に
の
せ
ら
か
た
『
支
那
料
済
見
の
諸
問
題
』
が
こ
の
事
貨
を
明
示
し
て
ゐ

Z
。

以
上
の
様
友
事
責
か
ら
見
れ
ば
、

ウ
ェ
1
パ
!
の
東
洋
論
は
そ
の
方
法
論
に
於
い
て
、

舎
の
研
究
か
ら
見
れ
ば
、
過
去
の
も
の
と
恋
っ
て
ゐ
る
と
一
一
一
日
ふ
事
が
出
来
る
。
併
し
勿
紛
こ
の
事
責
は
ウ
ェ
1
パ
l
の
東
洋
論
の
史

そ
の
問
題
提
起
に
於
い
て
現
代
の
東
洋
枇

Arthur von Rosthorn，. Religion und Wirtschaft in China. (flauptprobleme 
der Soziologie. Erinne叩時晴'abefur Max Weber Rd. 1I. 1923・)
Emil Lenerer， Soziale (Jm詰chichtung und politi討ch_昨 VVerden
(Archiv fdr Sozialwissenschaft und SozialpolitiJιBd. :;'7.) 
WittfogeI， Die Probleme ne:'. ehinesischen Wirtsc119.ft-!;g.ez;chichte 

in China. 
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的
倒
値
を
低
め
る
事
に
は
友
ら
友
い
。

先
づ
ウ
ェ

1
バ
l
の
東
洋
諭
は
そ
の
時
代
の
ヨ

1
ロ
ァ
バ
の
到
達
し
た
東
洋
曜
の
成
川
市
を
世

界
史
的
な
見
地
か
ら
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
結
で
、
東
洋
研
究
史
上
の
エ
ポ
ツ
ク
を
劃
す
る
も
の
と
言
へ
ょ
う
。
試
み
に

彼
の
「
儒
殺
と
道
教
』
を
見
る
な
ら
ば
、
共
庖
に
は
リ
ヒ
ト
7
7
1
7
ェ
ン
・
フ
ラ
ン
ケ
・
コ
ン
ラ
デ

J
1
.

レ
ツ
グ
、
シ
ォ
パ
ン
ヌ
等

共
他
多
数
の
東
洋
壌
の
構
成
の
著
書
が
網
羅
さ
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
ウ
ェ
l
パ
l
自
身
は
『
宗
教
枇
曾
準
』
の
序
文
で
断
っ
て
ゐ
る
校
に

東
洋
壊
の
専
門
家
で
は
友
く
、
彼
の
論
支
は
こ
の
方
耐
に
附
す
る
試
論
に
過
ぎ
な
い
。

併
し
ウ
ェ
l
パ
l
の
東
洋
古
川
が
「
素
人
』
の
議

論
止
し
て
、

と
h
A

で
ウ
ょ

1
バ
1
の
穴
め
に
特
に
錆
じ
て
箇

こ
れ
ら
の
専
門
審
以
下
に
評
似
さ
れ
ね
ば
た
ら
む
と
畳
一
回
ふ
事
は
た
い
。

か
ね
ば
た
ら
ね
事
は
、
東
洋
枇
舎
の
特
殊
性
の
著
し
い
た
め
に
東
洋
研
究
で
は
不
営
に
『
専
門
家
』
が
京
一
要
訓
附
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

に
の
方
闘
の
研
究
に
析
な
展
開
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
た
ピ
限
ら
れ
た
東
洋
の
天
地
の
み
に
沈
治
し
て
ゐ
る
専
門
の
東
洋
風
?
で
は
な

し
に
、
東
洋
枇
合
の
中
に
市
外
史
的
問
題
を
見
出
さ
う
と
す
る
科
事
で
託
け
れ
ば
私
ら
な
い
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
制
し
て
寓
に
東
作

は
鰍
酬
の
産
業
資
本
と
援
鰯
し
た
十
九
防
紀
以
来
、
名
賀
共
に
一
財
界
史
の
問
題
』
に
ま
で
引
脅
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

4v
工

l

パ
ー
の
東
洋
研
究
に
は
見
事
に
こ
の
附
紀
の
問
題
が
織
込
ま
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

既
に
述
べ
た
様
に
、

ノ

エ

号

、

}

時

什

同

H

f

，，
J
E
l
n
v
r
f
z
一一ロ

『
文
化
の
普
遍
史
』
の
問
題
た
る
資
本
主
義
精
一
川
と
市
民
階
級
の
生
前
態
度
の
研
筑
は
、
東
洋
枇
舎
に
於
け
る
『
資
本
主
義
精
神
の
飲

如
』
の
問
題
を
解
く
事
忙
よ
っ
て
完
成
す
る
。

換
言
す
れ
ば
、

近
世
ヨ

1
ロ
フ
バ
の
安
本
主
義
を
深
〈
究
め
ん
と
す
る
ウ
ェ

1
バ
l

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
又
東
洋
枇
舎
の
内
に
産
業
資
本
、
市
民
階
級
、
資
本
主
義
精
紳
の
扶
如
す
る
駅
間
を
治
水
せ
ざ
る
を
得
泣
い
の
で

あ
る
。
か
く
し
て
「
人
類
の
諸
と
の
運
動
、
邸
ち
彼
等
の
行
詰
り
ゃ
進
歩
や
綿
憾
に
於
け
る
形
像
は
等
閑
副
さ
れ
た
大
た
る
束
中
T

球

を
眺
め
る
事
に
よ
っ
て
新
に
一
個
の
統
一
憶
に
合
成
す
配
。
』

と
云
ふ
ウ

1
ト
フ
ォ
1
Hゲ
ル
の
研
究
態
度
は
既
に
ウ
ェ

1
パ
l
の
束

洋
研
究
に
含
ま
れ
て
ゐ
た
と
も
一
吉
へ
ょ
う
。
あ
ら
ゆ
る
観
念
論
的
な
偏
向
に
も
拘
ら
守
、

ウェ

l
パ
l
の
東
洋
論
の
偉
大
さ
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
共
は
恐
ら
〈
こ
の
黙
で
あ
ら
う
。

東
洋
に
於
け
る
養
本
主
義
精
耐
の
依
如

第
四
十
九
巻

七
五
九

第
五
披
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